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より快
適な やさしい駅に 区役所新庁舎

最 寄 り 駅

梅島駅が生まれ変わります
7 年5 月から改良工事を進めていた東武伊勢崎 轢

『梅島駅』が、5 月末に工事を終え、より快適にご
利用できるようになります。
これは、同駅を含め た周辺地区を 「福祉のまちづ
くりモデ ル地区」と し、区が東武鉄道の協力を得て、
その施設整備の一環として行 ってきたものです。
梅島駅は五反野駅と同 様に。区役所新庁舎の最寄

り駅となります。新庁舎におでかけの際は、どうぞ
ご 利用< ださい。

梅島駅完成イメージ図

ホ
ー
ム
の
改
良
で
よ
り
便
利
に

今
ま
で
別
々
に
な
っ
て
い
た
上
り
線

と
下
り
線
の
ホ
ー
ム
が
、
連
絡
通
路
に

よ
っ
て
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
上

・
下
各
ホ
ー
ム
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
置
。
す
で
に
一
部
使
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
ま
で

の
行
き
采
が
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
ま

す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
車
い
す
用
ト
イ
レ
も

コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
ホ
ー
ム
に
通
じ
る

申
い
す
対
応
型
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新

設
。
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
・
下
各

ホ
ー
ム
へ
行
く
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者

や
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
車
い
す
用
ト
イ
レ
も
新
設
さ

れ
、
一
般
の
ト
イ
レ
に
も
手
す
り
が
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め

に
、
点
字
案
内
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
券

売
機
な
ど
に
付
け
ら
れ
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
や
駅
施
設
の
触
知
案
内
板
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

段
差
の
解
消
で
ス
ム
ー
ズ
に

歩
道
か
ら
改
札
口
に
通
じ
る
コ
ン
コ

ー
ス
に
2
ヵ
所
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
、

駅
構
内
へ
の
出
入
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
―
力
所
は

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
方
面
の
出
入
口
、
も

う
I
カ
所
は
新
庁
舎
方
面
の
出
入
口
で

す
。こ

の
ほ
か
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
段
差

を
な
く
す
た
め
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

区
役
所
新
庁
舎
に
も
様
々
な
工
夫

も
ち
ろ
ん
新
庁
舎
も
、
高
齢
者
や
身

体
の
不
自
由
な
方
が
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
配
慮
を
し
て
い

ま
す
。

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
敷
地
入
口
か
ら

各
玄
関
を
通
っ
て
案
内
等
ま
で
、
目

の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
誘
導
用
ブ
ロ

ッ
ク
等
を
敷
い
て
い
ま
す
。
通
路
に
段

差
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
。
車
い
す
対
応
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

ト
イ
レ
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
に
は
、
身
体
の
不
自
由
な
方

の
た
め
の
専
用
駐
車
場
が
あ
り
、
こ
こ

に
は
駐
車
場
管
理
室
直
通
イ
ン
タ
ホ
ン

も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎

ホ
ー
ル
や
議
場
の
傍
聴
席
に
は
、
車
い

す
利
用
者
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

し
ま
し
た
。

新
庁
舎
へ
の
交
通
案
内

・
東
武
楾
利
用

▽
梅
島
駅
か
ら
徒
歩
約
1
2
分

▽
五
反

野
駅
か
ら
徒
歩
約
1
5
分

・

バ
ス
利
用

①
北
千
住
駅
発

▽
都
バ
ス
(

竹
の
碾
駅
ま
た
は
足
立
清

掃
工
場
行
き
)

足
立
区
役
所
前
下
車

※
渟
留
所
名
の
変
更
は
5
月
7

日
か
ら

と
な
り
ま
す

▽
東
武
バ
ス
(

花
畑
桑

袋
団
地
行
き
)
四
ツ
家
町
下
車
徒
歩
約
1
3

分
②
環
七
経
由

▽
都
バ
ス
・
東
武
バ
ス
(
王
子
駅
↑
・
-
・

亀
有
駅
)

本
町
五
丁
目
下
車
徒
歩
約
1
0

分③
環
七
・
旧
日
光
街
道
経
由

▽
都
バ
ス
(
王
子
駅
↑
↓
千
住
車
庫
)

梅
島
駅
下
車
徒
歩
約
1
0分

圏
交
通
弱
者
専
用
送
迎
車
(
無
料
)
　
5

月
7
日
か
ら
、
身
体
の
不
自
由
な

方
・
高
齢
者
等
の
た
め
に
送
迎
車
の
運

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
(
1
日
7
便
)
。

▽
循
環
経
路
・
:綾
瀬
↓
五
反
野
↓
足
立

区
役
所
↓
西
新
井
↓
梅
島
↓
足
立
区
役

所
↓
五
反
野
↓
綾
瀬
(
停
留
所
は
各
駅

の
周
辺
と
な
り
ま
す
)

▽
利
用
対
象

…
障
害
者
、
高
齢
者
、
傷
軻
者
、
妊
婦

等
と
そ
の
介
護
者

・
駐
車
場

5
月
7
日
か
ら
庁
舎
の
地
下
2
・
3

階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。▽
利
用
時

間
・
:
午
前
8
時
～
午
後
1
0
時
(
閉
庁
日

は
午
前
8
時
3
0分
か
ら
)

▽
駐
車
料

金
…
原
則
と
し
て
有
料
(
3
0分
川
円
)
。

た
だ
し
、
開
庁
日
の
執
務
時
間
内
に
入

場
し
た
車
は
、
入
場
時
間
か
ら
1
時
間

は
無
料

※
バ
イ
ク
・
自
転
車
置
場
は

庁
舎
敷
地
内
に
6
ヵ
所
設
置
し
ま
す

足
立
区
役
所

新
庁
舎

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
5
月
7
日
か
ら
業
務
開
始
)

7
年
度
　
第
二
回
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
褒
賞

区
で
は
、
文
化
活
動
や
体
育
活
動
な

ど
で
大
き
な
成
果
を
収
め
た
り
、
特
に

た
た
え
ら
れ
る
善
行
を
行
っ
た
区
内
の

小
・
中
学
生
に
対

し
、
褒
賞
を
行
っ

て
い
ま
す
。7
年

度
2
回
目
の
区
長

褒
賞
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

・
小
学
生
・
個
人
の
都

畑
中
ひ
と
み
(
北
鹿
浜
小
)
・
:第
4
5回

全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
小

学
校
低
学
年
の
部
入
選
/
千
賀
ゆ
り
こ

♀
寿
第
四
小
)
…
第
3
9回
全
国
学
芸

科
学
コ
ン
ク
ー
ル
絵
画
小
学
生
の
部
文

部
大
臣
奨
励
賞

・
小
学
生
・
団
体
の
都

足
立
区
一
輪
車
連
盟
D
チ
ー
ム
(
3
人
)

…
さ
わ
や
か
第
二
回
全
日
本
一
輔
車
駅

伝
大
会
小
学
生
の
部
優

勝
こ
の
ほ
か
1
2団
体
、

個
人
1
2人
が
教
育
委
員

会
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

A
教
育
委
員
会
V

区
政
情
報
室

貸
し
出
し
・
閲
覧
を
お
休
み
し
ま
す

区
政
情
報
室
は
。
新
庁
舎
移
転

準
備
の
た
め
、
次
の
期
間
は
、
図

書
・
資
料
の
貸
し
出
し
と
閲
覧
を

中
止
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
有
償
刊
行
物
の
販
売
お

よ
び
公
文
書
公
開
請
求
等
の
受
付

事
務
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

期
間
=
▽
千
住
本
庁
舎
…
5
月

2
日
▽
中
央
本
町
庁
舎
・
:
4
月

3
0
日
～
5
月
2
日
間
先
1
千
住

本
庁
舎
・
区
政
情
報
室

豐
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

葦
立
ち

千
住
の
町
と
役
所

葉
桜
の
美
し
い
季
節
。い
よ
い

よ
千
住
の
庁
舎
と
も
お
別
れ
で

す
。
千
住
の
町
と
役
所
と
の
お
つ

き
あ
い
は
、
明
治
H
年
に
南
足
立

郡
役
所
が
お
か
れ
て
以
来
で
す
。

こ
の
聞
震
災
や
戦
災
に
あ
い
、
千

住
町
役
場
も
で
寺
ま
し
た
。
郡
役

所
は
、
足
立
区
役
所
と
名
前
を
か

え
ま
し
た
が
、
千
住
の
町
と
役
所

の
縁
は
続
い
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
千
住
本
庁
舎
だ
晟
し

た
の
が
昭
和
4
2年
。
そ
れ
ま
で
は

木
造
2
階
建
て
で
し
た
か
ら
、
や

っ
と
区
の
顔
が
整
っ
た
と
、
区
民

の
皆
様
か
ら
も
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
唏

都
か
ら
区

へ
の
事
務
事
業
の
移
管
、
急
激
な

社
会
変
化
に
伴
う
区
の
仕
事
の
拡

大
等
に
よ
り
手
狭
に
な
っ
た
こ

と
、
加
え
て
事
務
の
O
A
化
の
推

進
、
将
来
の
特
別
区
制
度
改
革
に

よ
る
大
幅
な
事
務
移
管
等
を
考
慮

し
、
中
央
本
町
へ
新
庁
舎
建
設
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
、
東
京

と
北
関
東
と
の
結
節
点
と
し
て
、

様
々
な
人
々
を
受
け
入
れ
、
そ
の

往
来
を
見
て
き
た
千
住
の
町
。
今

後
は
、
平
成
1
2年
予
定
の
常
磐
新

線
の
開
通
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
開
所
、
庁
舎
跡
に
建
設
さ
れ
る

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
や
結
婚
式
場

の
あ
る
ホ
テ
ル
等
、
2
1世
紀
へ
む

け
て
、
大
き
な
飛
躍
が
期
待
さ
れ

零
歹
。

長
年
の
ご
厚
情
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
千
住
の
町
の
ま
す
ま
す

の
発
展
夲£
祈
ひ
し
て
い
ま
す
。

区
長
　
古
性
直

◎エクスプレスは奇数月1 日/ タブロイド版は毎月5 日・15日・25日発行
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5 月7 日
以 降

本
庁
舎
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

足
立
区
長
選
挙

選
挙
標
語
募
集

9
月
8
日
の
足
立
区
長
選
挙
に
先
駆

け
、
選
挙
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
の
選
挙
に
対
す
る
思
い
を
言
葉
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。入
賞
者
に
は
。記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

申
込
I
(
ガ
キ
に
作
品
(
2
0

甼
以
内
の
自
作
で
未
発
表
の
も
の
。(

ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
1
点
)
と
、住
所
、氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、
職
業
(
学
生

の
方
は
学
校
名
、学
年
)
、
電
話
番
号
を

明
記

期
限
1
5
月
3
1日
必
着

入
賞

点
数
―
最
優
秀
1
点
、優
秀
4
点
、佳
作
5

点

入
賞
発
表
1
7
月
上
旬
(
あ
だ

ち
広
報
で
発
表
し
、
入
賞
者
に
は
直
接

通
知
し
ま
す
)

申
・
問
先
l
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

〒
a
千
住
1
1
4
-
1
8

廿
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

23区に新しいパワーを

東京23区職員募集

東
京
2
3区
に
勤
務
す
る
職
員
の
採
用

試
験
は
、
特
別
区
人
事
委
員
会
が
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
試
験
の
最
終
合
格
者

は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
高
得
点
順
に

記
載
さ
れ
、
希
望
区
や
通
勤
事
情
等
に

よ
り
各
区
に
提
示
さ
れ
ま
す
。各
区
は
、

提
示
を
受
け
た
後
、
面
接
等
を
行
い
採

用
予
定
者
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
採

用
は
原
則
と
し
て
9
年
4
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

職
種
・
受
験
資
格
=
右
表

(日
程
は
予
定
)

案
内
配
布
場
所
・

問
先
―
東
京
2
3区
役
所
ま
た
は
特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

酋
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7
～
9

8 年度東京23区職員採用 試験日 程等( 予定)

各試験の畔細については、各試験公告をご覧ください

5 月6 日はごみ収集を休みます
ごみ収集は、年末年始を除き祝祭日も平常どおり

作業を行ってい ます。ただし、5 月6 日と11月23日
の2 回は休ませていただきます。
問先一足 立柬清掃事務所 酋3889 ―0711
足立西清掃事務所t T3853 ―2141

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
(
4
)

昭
和
2
6年
の
「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス

事
件
」
以
降
、
部
落
解
放
運
動
は
、

生
活
環
境
の
改
善
や
差
別
を
な
く
す

た
め
の
施
策
を
国
や
自
治
体
に
求
め

て
い
く
連
動
へ
と
重
点
が
移
っ
て
い

き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
な
ら
び
に
社
会
敵
育

の
両
面
に
お
い
て
、
同
和
教
育
運
動

が
全
国
的
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
運
動
の
中
で
、
昭
和
3
2

年
同
和
問
題
の
解
決
を
図
る
総
合
的

な
対
策
を
立
て
る
よ
う
求
め
た
請
願

が
行
わ
れ
、
国
会
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昭
和
3
5年
、

総
理
府
は
「
同
和
対
策
審
議
会
」
を

設
置
し
、
同
和
問
題
解
決
の
基
本
的

方
策
に
つ
い
て
諮
問
し
た
の
で
す
。

同
審
議
会
は
、
そ
の
後
、
多
角
的

に
検
討
し
、
昭
和
4
0年
、
政
府
に
答

申
を
出
し
ま
し
た
。こ
れ
が
「
同
対

審
答
申
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
答
申
は
、
同
和
問
題
を
人
間

の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

り
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
に
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
を
未
解
決
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
早

急
な
解
決
こ
そ
S
の
責
務
で
あ
り
、

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
千
住
本
庁
舎
・

同
和
対
策
担
当
へ

宿 泊 施 設 イ ン フ ォメ ー ショ ン

7・8 月分の

利 用 案 内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
―
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限

り
ま
す
)

期
間
I
5
月
1
日
1
1
0日

必
着
(
抽
選
結
果
を
5
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
6
月
1
3

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

・
7
・
8
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
6
月
1
4日
)
か
ら
「
あ
い
ネ

ッ
ト
2
1」
で
予
約
で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
社
の
各
施
設
で
も
直

接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
4

・
5
・
6
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3

日
以
内
に
お
近
く
の
公
社
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す

(申
し
込
み
の
利
用
日
の
3
B

前
ま
で
で
す
)

・各施設利用案内　7 ・8 月分

鹿沼野外レクリ エーショ ン センタ ーの7 ・8 月 分の申込ハガ キの受付は既 に終了し まし た。空き室の利用につい てはほかの宿泊施 設と 同様で す。
那須・森の家、湯河原あだち荘、伊豆高原あだち荘の7月21日～8月31日までの利用は1グループ3部塵以内に限ります
公社施設で すでに購入済み の宿 泊施設抽選申し 込みカード( 専用カ ード) に は「 絽南自 然の家」。「山中湖林間学圃 」の表示がないも のがあります が、使用で
きます。施 蔚珮に「鋸南自然の 家」。「山中湖林間学 園」と 配入し、申し 込んでください/ 利用申 込は2人 以上から。1グ ルーフ ハガキ1通 まででお願いし ます

・コミュ ニティ文化 ・スポーツ公 社一覧 表

● 受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、eは午前9時～午後5時、
oeは午前10畤～午後6時( 毎酒月鼈日休館)
※ 5月7日より新庁舎1階のホールサービス課でも受付を開始します( 午前9時～午後5畤)

那須・ 森の家
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新
し
い
仲
間
を
募
集
し
ま
す

・
遊
び
の
会

親
子
で
で
き
る
避
び
や
子
育
て
に
つ

い
て
自
分
た
ち
で
考
え
な
が
ら
活
励
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

対
象

=
管
内
在
住
の
親
子
(
じ
ゃ
ん
け
ん
ぼ

ん
:
鵬
1
歳
6
ヵ
月
～
2
歳
6
ヵ
月
/

ゆ
う
ゆ
う
=
満
2
歳
6
ヵ
月
～
就
菌

前
)

定
輿
=
各
5
0組

日
時
=
毎
月

―
可
、}
t吭
旧
寺
幻
9
～
ほ
寺
沿
9

申
込
1
4
月
2
6日
か
ら
電
話

・
健
康
教
室
「
わ
く
ら
ば
」

成
人
病
予
防
や
健
康
の
た
め
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
運
動
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。
一
人
で
は
長
続
き
し
な
い
運
動

を
、
み
ん
な
で
楽
し
く
行
え
ま
す
。
一

緒
に
い
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
=
管
内
在
住
の
方

日
時
―
毎
月
2

回
(
午
前
・
午
後
―
回
ず
つ
)

―

い
ず
れ
も
卜

堤
・
申
・
問
先
―
東
和
保
健
相
談
所

酋
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

5
月
の
献
血

日
程
等
―
左
表
時
間
=
午
前
一
…
一
時
～

1
1時
3
0分
、
午
後
O
時
3
0分
1
3
時
3
0

分

間
先
=
東
京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー

酋
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1
2

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

酋
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

5 月の献血参加 者 募集

しおばらキャンプ' 96
( ぜん息児のためのキャンプ)

期
間
1
7
月
2
9
日
1
8
月
2
日
の
4
泊

5
日
場
所
=
塩
原
林
間
学
園
対
象

=
区
内
在
住
で
ぜ
ん
息
の
小
学
3
年
生
～

中
学
3
年
生

内
容
=
空
気
の
き
れ

い
な
環
境
で

、
ぜ
ん
息
の
学
習
、
腹
式

呼
吸
等
た
ん
練
法
の
習
得
、水
泳
・
(

イ
キ
ン
グ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の

運
動
療
法
を
体
験
し
ま
す
定
員
=
9
0

人
程
度
(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
重
症

度
、こ
れ
ま
で
の
参
加
回
数
等
を
総
合

的
に
判
断
し
て
選
考
し
ま
す
)
費
用

―
無
料
申
込
―
直
接
窓
口
へ
保
険
証

の
コ
ピ
ー
を
持
参
申
込
期
間
1
5
月

1
3
日
～
1
5
日
申
・
問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
公
害
補
償
係

a
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

食
品
衛
生
講
習
会
を
〝出
前
〟
し
ま
す

食
品
の
安
全
性
や
、
衛
生
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
に
、

食
品
衛
生
監
視
員
が
講
習
に
う
か
が
い

ま
す
。
学
習
テ
ー
マ
、
日
時
等
に
つ
い

て
い
つ
で
も
相
談
に
C
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

1
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
s

用
―
無

料

申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

?
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

a
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

健康カレンダー 5月の予定

ひ
ろ
ば

【
投
稿
規
程
一
サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ヽ
舶
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目

的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千
円

を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不

瓣
な
も
の
は
掲
載
で
孝
ま
せ
ん
/

1
団
体
1
事
業
/
―
カ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
袤
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、月
額
、
使

途
な
ど
)
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
か
ほ
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着
順
/
催
し

物
の
締
め
切
ひ
は
、
発
行
日
の
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
広
報
課

〒
1
2
0千住
1
1
4
1
1
8

霤
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
憲
法
の
つ
ど
い
5

月
6
日
(
月
)
、

午
後
1
時
/
竹
の
獗
セ
ン
タ
ー
/
合

唱
、
憲
法
劇
(
東
京
芸
術
座
)
、仲
山
忠

克
氏
講
演
・
平
和
憲
法
と
沖
縄
(
手
話

通
訳
あ
り
)
/
大
人
千
円
、
中
・
高
生

跏
円
/
北
千
住
法
律
事
務
所

a
(
3
8
7
0
)
0
1
7
1

☆
葦
の
会
作
業
所
バ
ザ
ー
5

月
1
9日
(

日
)
、
午
前
1
0時
1
午
後
1
時
/
ス
ー

パ
ー
車
屋
(
西
新
井
四
丁
目
)
/
日
用

雑
貨
・
本
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
/
薫
の
会
作
業
所

魯
(
3
8
5
7
)
8
8
3
9

=
募
集
=

☆
老
人
ホ
ー
ム
(
民
間
)
の
入
所
を
検

討
中
の
方
へ
無
料
ア
ド
バ
イ
ス

毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
、
午
前
9
時
～
正
午
/

個
人
相
酸
・
講
師
派一
等
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
/
サ
ン
老
人
福
祉
会
・
奥
田

酋
(
3
6
0
5
)
6
8
9
6

☆
愛
唱
歌
を
歌
う
会
毎
週
水
曜
日
、

午
後
7
時
～
1
時
/
北
千
住
駅
付
近
/

童
謡
、
歌
謡
曲
な
ど
蚕
歌
い
ま
す
/
月

額
2
千
円
/
原
田

眥
(
3
8
8
2
)
6
9
8
6

☆
絵
手
紙
フ
レ
ン
ド
の
会
・
足
立
サ
ー

ク
ル
月
2
回
木
曜
日
・
午
前
1
0
時
～

正
午
/
足
立
郵
便
局
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
円
(
チ
ケ
ッ
ト
制
)
/
小
田

酋
(
3
6
6
)
6
4
3
4

☆
易
学
友
の
会
第
1
・
3
火
曜
日
、

午
後
1
時
～
2
時
3
0
分
/
鹿
浜
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
九
星
気
学
の
初
級
を
勉
強
/

月
額
千
瞋
円
/
渡
辺

a
(
3
9
6
6
)
6
7
7
3

☆
軟
式
(
ソ
フ
ト
)
テ
ニ
ス
を
楽
し
む

会

毎
週
月
曜
日
、
午
後
2
時
～
5
時
/

宮
元
公
園
ほ
か
/
ど
な
た
で
も
/
月

額
千
5
0
0円/
田
村

豐
(
3
6
0
6
)
3
6
9
4

☆
俳
句
初
歩
の
会

第
4
日
曜
日
、
午

後
1
時
～
4
時
3
0分
/
千
住
ス
ポ
1・
ツ

公
園
ほ
か
/
月
額
千
円
(
教
材
費
実
費
)
/

小
林

?
3
8
8
1
)
0
1
2
0

☆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
(
サ
ッ
ト
ー
サ
ン
ガ
)

毎
週
木
曜
日
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
円
/
石
川

s
(
3
8
8
1
)
8
2
4
8

☆
パ
ス
テ
ル
諞
(
虹
の
会
)

毎
週
火

曜
日
、
午
後
1
時
1
3
時
/
中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
瞋
円
(
入

会
金
不
要
)
/
加
藤

a
(
3
8
8
7
)
5
7
1
7

☆
お
煎
茶
の
会
(
翠
煎
会
)
月
3
回

金
曜
日
、午
後
1
時
～
3
時
/
青
年
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金

千
円
、
月
額
3
千
円
/
高
木
(
夜
間
)

眥
(
3
8
8
4
)
4
9
4
7

☆
水
墨
画
(
足
立
水
一
圃
振
興
会
)

第
2
・
4
火
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時

/
生
涯
学
習
館
ほ
か
/
初
心
者
・
中
高

年
歓
迎
/
入
会
金
千
瞋
円
、
月
額
2
千

円
(
障
書
者
は
半
額
)
/
尾
花

a
(
3
6
0
5
)
1
6
8
8

か
籐
工
芸
サ
ー
ク
ル
(
初
心
者
コ
ー
ス
)

月
2
回
火
曜
日
ま
た
は
水
曜
日
、午
後

7
時
～
9
時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/

月
額
2
千
7
0
0円/
北

魯
(
3
6
2
8
)
0
3
5
8

☆
手
作
り
パ
ン
ー
ケ
ー
キ
サ
ー
ク
ル
　

(
バ
レ
ー
フ
ロ
ー
ラ
)
第
1
・
3
火

曜
日
、午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
0
時
3
0

分
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
円
、
材
料
費
各
回

跏
円
/
坂
本

(
3
8
8
9
)
0
6
5
2

☆
ヨ
ガ
と
気
功
(
(
ツ
ピ
ー
ヨ
ガ
)

毎
週
火
曜
日
、
午
前
1
0時
1
正
午
/
青

年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月

額
3
千
円
/
鷲
尾

霤
(
3
8
7
9
)
1
9
2
6

休日診療所のお知らせ

5 月3 日から6 日まで、休日診療を行います。なお 、日
曜・祝日も診凍を行っています。

場・問先等一下表
● 敦急病院の案内
東京消防テレフォン サービス
I J 3212 ―2323
● 夜間 ・休日診療機関等の案内
東京都保健医療情報センター
(健康案 内ひまわり)
H5272- 0303



1996 年( 平成8 年) 4 月25 日 あ だ ち 広 報 第1123 号 ( 4)( 5)

区民の皆さんが選んだ

「私の好きな場所」

～今度の連休はあだちで遊ぼう～
あ
だ
ち

広
報
1

月
2
5
日
咢
「
ク
イ
ズ

あ
だ
ち
の

達
人
」

み
な
さ
ん
挑

戦
し

て

い
た

だ
け
ま
し
た
か
?

こ
れ
は

、
区

内
各
所
の
写
X

か
ら
そ
こ
が
ど
こ

な
の

か
を
(

ガ
キ

で
答
え
て

も
ら
っ
た
も

の

。
ク
イ

ズ
の
答
え
の
ほ
か
に

、
区
内

の
好
き
な
鳩
所
と
そ
の
理
由
豪
S
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た

。
今
回
の
特
集
は
区

昃
の
皆
さ
ん

が
選
ぶ

「
私
の
好

き
な
鳩

所
」
ベ
ス
ト
1
0
。
今
年
の
連
休
は
混
ん

だ
行
楽
地

を
避
け
て
身
近
で
素
敵
な
場

所
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

。

第
1
位

花
畑
記
念
庭
園

花
畑
4
-
4
0

堂
々
の
I

位
は

花
畑
記

念
庭
園
で

す

。
皆
さ
ん
に
は
『
桜
花
亭
』
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す

。

i

内
に

転
入
し
て
1

年
6
ヵ
月

。
い

つ

行
っ
て

も
く
つ
ろ
げ
る
日
本
庭
園
で

二
人
の
子

ど
も
た
ち
を
連
れ

、
月
に
2

～
3

回
訪
れ
ま
す

。
隣
に
は

、
花
畑
公

園
が
あ
り

、
広
い
広
珊
で
の
ん
び
り
と

過
ご
し
ま

す
J
(保
木
関
四
丁
目

高
橋

さ
ん
)

「
ど
の
角

慶
か
ら
見
て

も
楽
し
い
庭

園
で

す

。
ゆ
っ
た
り
と
泳
ぐ
輕
夲
見
て

い
る
と
心

が
安
ら
ぎ
ま
す
」♀

住
仲
町

外
山
さ
ん
)

「
庭
園
は
足
立
区
の
宝
で

す

。
啻
吊
の

あ
る
風
景

が
素
敵
で
す
」(中
央
本
町
四

丁
目

川
股
さ
ん
)

第
2
位

都
市
農
業
公
園

鹿
浜
2
-
4
4

昨
年
1
0
月
に
改
良
工
事
を
終
え
た

都

市
農
業
公

園
が
2
位
に
な
り
ま
し
た

。

遠
く
に
あ
る
故
郷
を
思
い
出
す
方
が
多

い
よ
う
で

す

。

「
東
京
に
生
ま
れ

、
東
京
に
生
き
て
半

世
紀

。
花
畑
記
念
庭
園

、
東
渕
江

庭
園

の
し
っ
と

り
し
た
風
情
も
好
嘶
氾

が

、

長
年
団
地

に
S
ら
す
と
土
が
恋
し

く
な

る

。
区
内
で

唯
一

、
土
の
暖
か
み

を
感

じ
る
郡
市
農
葉
公
園
の
故
郷
的
な
雰
囲

気
か
好
き
」(千
住
東
二
丁
目

斎
藤
さ

ん
)「

生
ま
れ
た
の
が

農
歌
な
の
で

、
こ
こ

に
来
る
と

、
実
歌
に
帰
つ
た
様
な
屡
じ

が
し
ま
す

。
庭
や

物
置
に
あ
る
農
機
具

な
ど
を
見
る
と

、
自
分
が
兄
夫
婦
と
共

忙
鴫
を
出
し
た
こ
ろ
や

、
亡
き
父

が
手

に
汗
し
て

働
い
て
い
た

姿
を
思
い
出

し

、故
郷
へ
ふ
と
帰
り
た
く
な
り
ま
す
」

(
千
住
寿
町

小
林
さ
ん
)

i

家
生
れ
の
私
は

。
畑
や
田
ん
ぼ

、

小
川
の

流
れ
を
見
る
と
ほ
っ

と
し
ま

す
」(
興
野
二
丁
目

安
部
さ
ん
)

第
3
位

荒
川
河
川
敷

都
会
に
は
珍
し
い
広
々
と
し
た

光
暈

が
人
気
の

ぷ
つ
で
す

。昨
年

、潮
の
干

満

で

自
然
の
水
辺
を
つ

く
り
出
す

、
灣

処

も
で
書
ま
し
た

。
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
水
辺

の

生
き
勧
を
は
じ
め

、
た

く
さ
ん
の
鳥

た
ち

が
や
っ
て
來
ま
す

。

「
広
く
て
子
ど
も
を
の
ぴ
の
ぴ
遊
ぱ
せ

ら
れ
る

。
都
会
の
中
で
還
景
が
楽
し
め

る
珊
所
」(
梅
田
四
丁
目

細
井
さ
ん
)

「
右
手
に

荒
川
を
な
が
め

、
天

気
が
よ

い
日
に
は

高
士
山
を
眺
め
な
が
ら

。
散

歩
が
出
き
る
場
所

。ひ
ぱ
ひ

、廿
き

れ
い

な
ど
様
々
な
鳥
が
飛
ん
で
く
る
の
で

、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
桑
し
め
る
」

(
西
新
井

五
丁
目

片
野
さ
ん
)

碯

と
夕

方
の
富
士
山
の

眺
望
が
最
高

で
す
」(
宮
元
町
在
住

羽
生
さ
ん
)
　

「
水
の
あ
る
風
景
は

、
心
を
ホ
ッ
と
さ

せ
て

く
れ
る
」(
古
千
谷
本
町
四
丁
目

田
中
さ
ん
)

「
土
手
に

あ
が
る
と
小
高
い
丘
の
上
か

ら
都
内
や

富
士
山
を
見
て

い
る
よ

う
で

気
持
ち
い
い

。
最
近

、
犬
の
フ
ン
や
ゴ

ミ
が
目
立
ち

残
念
」(順
二
丁
目

川
名

さ
ん
)

第
4
位

大
谷
田
公
園

大
谷
田
4
-
4

区
内
で

最
も
大
き
い
梅
園
の

あ
る
大

谷
田
公
園
が
第
4
位
と
な
り
ま
し
た

。

や
は
り

、
梅
の
季
節
か
人
気
の
よ

う
で

す

。
こ
こ

に
は

、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
施

設
が
あ
る
の

を
ご
存
じ
で

す
か
?

ぜ

ひ

、
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
(

申
込
L

大
谷
田
公
園

。)

「
田
舎
で

」人
一

ら
し
を
し
て
い
た
母

が
病
気
で
4

年
ほ

ど
一

鰐
し
て
い
ま
し

た
が
2

年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た

。
そ

の
母
を
2

月
に
な
る
と
必
ず
大
谷
田
公

園
の
梅
を
見
に
連
れ
て
い
き
ま
し
た

。

母
は
梅
を
『
き
れ
い
だ
ね
え
』
と

、
う

れ
し
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た

。
ま
た

、

地
べ
た
に
ひ
ざ
ま
づ
き

、
芽
が
出
て
き

た
ば
か
り
の
よ
も
薺
蕎

摘
ん
で
は
田
合

を
凧
い
出
し
て
い
た
よ
う
で

す
」(
島
根

四
丁
目

木

村
さ
ん
)

「
毎
年

、
梅
の
こ
ろ
俳
句
を
脉
む

場
所

で

、
好
き
で

す
」(
鳥
根
二
丁
目

牧
さ

ん
)「

梅
の
花
を
見
に
行
く
の
か
楽
し
み
で

す

。
カ
メ
ラ

片
手
に
い
ろ
い
ろ
な
梅
の

花
を
写
し
ま
す
」(綾
瀬
二
丁
目

佐
藤

さ
ん
)

第
4
位
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

(
こ
ど
も
科
学
館
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)

栗
原
1
-
3
-
1

桑
し
み
な
が
ら

科
学
を
学
べ
る

ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ

ィ

。
科
学
屓
示
靈
の
ほ
か
に

全
天
周
映
匯
の
ド

ー
ム
シ
ア
タ
ー
や
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り

、
人
気
の
ス
ポ

ッ
ト
で
す

。

「
一
日
中
遊
べ
る

楽
し
い
地
所

。
映
図

を
見
る
と
き
座
席
が
高
く
な
る
の
で
と

て
も
見
や
す
い
J
(
伊
輿
四
丁
目

西
牟

田
さ
ん
)

『
孫
た
ち

と
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
で

遊
ぴ

な
が
ら
い

ろ
い
ろ
な
知
識
を
吸
収
し
て

い
ま
す
』(西
新
井

本
町
二
丁
目

阪
井

さ
ん
)

「
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
れ
る
場
所
」(

西
斯
井
本
町
四
丁
目

渡
部
さ
ん
)
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交 遇 案 内

第
6
位
ベ
ル
モ
ン
卜
公
園梅

鳥
1
1
3
3
-
7

梅
鳥
2
-
1
7
-
2

姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
い
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の

ベ
ル
モ
ン
ド
市
に
ち

な
ん

で
で
甞
た
公
園

。

『
区
内
の

施
設
全
て
に
行
っ
た
わ
け
で

は
な
い
で

す
が

、
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
が

一
番
好
き

。
ま
わ
り
を
見
な
い
で

園
内

に
入
っ
て

し
宋
う
と

、
本
当
に
ベ
ル
モ

ン
ド
に
来
た
気
分
に
な
り
ま
す
」(弘
遭

二
丁
目

堅
田
さ
ん
)

「
一
度
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
に

来
た

冫
吾

、
外
国
の
よ

う
な
風
景
と
黒

鳥
が

飼
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
」(
弘
道
二
丁
目

神
里
さ
ん
)

第
6
位

生

物

園
保
木
問
2
-
1
7
1
1

一
年
中
多
く
の
チ

ョ
ウ
が
飛
び
回
っ

て
い
る
生
物
圜

。6
月
に
は
毎
年
「
ホ

タ
ル
の
夕
べ
」
を
行
い
大
人
気
で

す

。

「
近
く
て

こ
ん
な
に
い
い
所
は
な
い
で

す
よ
ね

。
桜
の
季

節
に
は
自
転
車
で
行

き
ま

す
」(
西
伊

輿
四
丁
目

高

橋
さ

ん
)
I
9

第
8
位

元
渕
江
公
園

保
木
間
2
1
1
7
-
1

春
に
は
桜
と
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
か

美
し

い
公
園

。
園
内
に
は
釣
り
池
が
あ
り

、

親
子
で
楽
し
め
ま

す
。
た
だ
し

、
と
っ

た
魚
は

、
そ
の
ま
ま
池
に
戻
し
て

く
だ

さ
い
ね

。

「
自
宅
か
ら
近
い
の
で
よ
く
吁
き
ま
す

。

四
季

そ
れ
ぞ
れ
に
桑

し
め
る
公
園
で

す
」(
保
狠
町

浅
見
さ
ん
)

「
広
々
し
て
い
て

く
つ
ろ
げ
る
公
園

。

特
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
季
節
か
好

き
で

す
』
(
六
月
一
丁
目

古
永
声
瓦
)

第8 位
神
明
水
の
森
公
園

神
明
3
-
2
9

こ
の
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
は
風
車
。
こ

の

。
躙
申
膏
使
'
‘
て
川
の

水
を
l
さ
込

ん

だ
池
に
は
メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

の

生
物
輦
察
か
桑
し
め
ま

す
。

「
区
内
を
仕
事
で
忙
し
く
飛
び
回
う
て

い
ま
す
f
e
'
こ
の
公
圜
り
舸
か
で
、
t
が

落
ち
番
き
ま
す
二

保
椒
町

浅
見
さ

ん
)

第10位
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

東
綾
瀬
3
-
4
-
1

閧
閉
式
ド
ー
ム
を
持
つ

プ
ー
ル
「
す

い

す
い
ら
ん
ど
硬
瀬
」
は

一
年
中
咏
げ

る

プ
ー
ル
、
冬
の
ス
ヶ
I

ト
場
と
二
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
か
桑
し
め
る

施
設
で

す
。

「
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

め
る
。
夏
は

プ
ー
ル

、
冬
は
ス
ケ
ー
ト

、
ど
ち
ら
も

子
ど
も
が
大
好
き
で
す
」(西
纃
瀬
四
丁

目

高
橋
さ
ん
)

福祉事務所がもっと身近に!

～5月7日から総合相談窓口がスタートします～

「
福
祉
事
務
所
」
と
い
う
と
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
か
?

。
人

生
8
0年
時
代
の
柚
祉
事
務
所
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳩
面
で

あ
な
た
の
S

ら
し
を
支
援

す
る
と
こ
ろ
で
す
。区
で
は

、槽
祉
事
穆
所
の
機
能
強
化
を
は
か
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
5

月
か
ら
福
祉
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
一
つ
の
窓
口
で

相
談
、

申
請
が
で
き
る
・・・

そ

ん
な
福
祉
事
務
所
へ
変
身
し
ま
す
。

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
!

子
ど
も
を
保
宵
園
に
預
け
た
い

、
年

を
と
っ
た
両
親
の
た
め
覃
を
改
造
し
た

い
、
介
護
に
困
っ
て
い
る
、
自
分
も
S

故
で

障
害

を
も
っ
た
等
々

…
人
生
の
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
多
様
な
福
祉
施
策
か

必
便
と
な
り
ま
す

。

し
か
し

、
区
民
の
皆
さ
ん

が
多
岐
に

わ
た
る

、
福
祉
の
施
策
を
一
つ
一
つ
調

べ
て

甲
誚
を
す
る
の
は
大

変
な
こ
と

。

そ
こ
で

。
今
回
の
福
祉
事
筋
所
の
権
能

強
化
で
は

「
い
つ

で
も
」「
ど
こ
で
も
」

「
総
合
的
に
」
相
談
業
務
を
行
え
る
よ

う
に
改
正
し
ま
し
た

。
こ

れ
か
ら
は

、

一
部
業
務
を
除
き

、各
種
手
当
の
申
請

、

相
談
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
各
福
祉

事
務
所
で
提
供
し
ま
す
(

腴
―
)
。

面
倒
な
申
請
書
の

記
入
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
便
利
に

～
総
合
相
談
窓
口
～

5
月
7

日
か
ら
福
祉
事
務
所
で
総
合

相
談
窓
口
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ

は

、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
(

総
合
相
談
シ
ス
テ
ム
)

を
活
用
す

る
も
の
で
す

。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は

、

総
合
相
談
業
務
の
内
容
と
運
用
条
件
を

す
べ
て
配
憶
し
て
い
ま
す

。
相
談
に
來

ら

れ
た
方
か
ら

、
相
験
目

的
、
住
所

、

氏

名
そ
の
他
最
小
限
必
要
な
情
報
を
お

聞

き
し

、
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、

そ
の

方
に
提
供
で

き
る
サ

ー
ビ
ス
を
画

面
表
示
す
る
も
の

。
こ
の
た
め
、
相
談

時
間
の
短
縮
、
申
請
も
れ
の
防
止
な
ど

に

役
立
ち
ま
す
。
袤
た
、
皆
さ
ん
に
お

聞

き
し
た
住
所
や

名
前
は

串
脾
S

に
印

字
さ

れ
ま
す
の
で

、
配
入

事
項
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

福
祉
事
務
所
の
管
轄
地
区
に
関
係
な
く

相
互
受
付
を
行
い
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

、
福
祉
に
関

す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
6

れ
る
よ
う

に

、
福
祉
事
務
所
は
。

相
互
受
付

を

を
行
い
ま
す
。こ
の
た
め

、地
域
に
関
係

な
く
ど
こ
の
福
祉
事
務
所
で
も
申
請
・

相
談
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
歯
さ
ん
の

生
活
パ
タ
ー
ン
に
合
わ
せ
て

、
便
利
な

事
務
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

。
た
だ
し

一

部
管
略
事
務
所
に
限
ら
れ
て
い
る
も

の

が
あ
り
豕
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
(

責
2
)
。

中 部 福 祉 事 務 所 は

新 庁 舎 へ 移 転

- 5月7日より業務開始～

その跡には「在宅支援センター
甌原j が6 月1 日オープンします
詆黽晒番号( 5 月7 日より)
酋( 3880) 5111( 足立区役所) 　
問先= 中部福祉事- m( 表D

表1 福祉事務所一覧

簷中部柵祉事務所は、5 月7 日、新庁舎(中央本苟
1- 17- 1O380O- 5111㈹) へ移転します

表2 福祉事務所の縁合相談窓口受付事業一覧

● 申゙ 櫚 曼付 幼 ● は、管 轄のー 事 抛所 での み由● を旻 佝。0 はき 場外 の楊 祉搴 旅所 でも ㎜ を 受け 付け し 李す。

千
住
本
庁
舎
の
取
扱
業
務
が

変
更
に
な
り
ま
す

本
庁
舎
各
課
の
業
鵬
は
、4
月
1

日
か
ら
取
扱
い
業
筋
と
名
称
が

次
の
と
お
ひ
S
E

な
ひ
″じ
た
。

・
福
祉一
理
諜

▽
民
生
・
児
童
委
員
に
閼
す
る
こ

と▽
戦
没
者
遺
族
等
の
授
護

・
児
S
福
祉
諌

▽
区
立
保
育
菌
の
管
理

▽
保
膏

科
の
収
納

▽
私
立
保
育
園
の
助

成
等

▽
児
童
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
等

▽
ひ
と
り
観
家
庭
の
支

援』
保
育
計一
則
参
S

▽
少
子
化
対
策

圈
福
祉
医
療
膝

▽
高
齢
者
の
医
療
費
助
成

▽
心

身
舛
害
者
等
の
医
療
助
成

▽
乳

幼
児
の
医
療
助
凧

▽
ひ
と
り
親

覃
庭
の
医
療
賛
助
既

▽
生
業
資

金
等
の

貸
付

麈
在
宅
福
祉
課

▽
老
人
ク
ラ
ブ

ー
シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ
ー
の
支
援

▽
障
害
者
団

体
の

支
援

▽
高
齢
者
施
設
の
邏

営
曹
理

圖

福
祉
計
躙
課

▽
地
域
保
硬
計
踞
の
推
進

▽
高

齢
者
・
障
害
者
福
祉
施
策
の
推
進

▽
高
齢
者
・
障
害
者
施
般
の
塵
備
*

千
住
本
庁
舎
の

各
課
は

、5
月
7

日
か
ら
統
合
新
庁
舎
中
央
館
3

陪
へ
移
丘
し
ま
す

。

問
先
1
千
佳
本
庁
舍
・
福
祉
曹
理

課
魯
(

―
)
1
1
L

よ

㈹
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

国

保

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
―
区
内
在
住
の
3
0歳
1
6
3歳
ま
で

の
方

内
容
=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ
る

国
民
保
険
料
の
集
金

雇
用
期
間
=
8

月
1
日
～
9
年
7
月
3
1日

勤
務
条
件
1

月
に
1
8日
勤
務

給
与
=
基
本
給

百
額
4
千
沺
円
)
十
能
率
給

※
平

均
1
6万
5
千
円
(
7
年
度
実
績
)

募

集
人
員
―
若
干
名

申
込
―
自
筆
の
履

歴
S
と
作
文
「
我
が
家
の
健
康
管
理
」

(崩
字
程
度
)
を
窓
口
に
持
参
。
書
類

審
査
後
、
面
接
を
行
い
ま
す

期
限
1
5

月
2
4日

申
・
問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
滞
納
整
理
係

魯
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
保
養
施
設

国
保
課
で
は
、
国
保
加
入
者
の
方
が

東
京
近
県
の
S
保
で
指
定
し
た
旅
館
等

を
利
用
す
る
際
に
、
利
用
料
金
の
一
郎

を
助
成
(
大
人
3
千
円
、子
供
千
5
0
0円)

し
て
い
ま
す
。

対
象
―
足
立
区
国
保

加
入
者
で
保
険
料
の
滞
納
の
な
い
方

申
込
-
衷
1
の
施
設
へ
直
接
一
話
予
約

(足
立
区
国
保
扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ

い
)
。―
週
間
以
内
に
国
保
課
の
窓
口
で

利
用
承
認
S
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い

※
料
金
な
ど
、
く
わ
し
く
は
「
国

保
だ
よ
り
9
6年
4
月
号
」
ま
た
は
案
内

チ
ラ
シ
(
区
民
事
務
所
・
国
保
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
)
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い

申
・
問
先
=
中
央
京
町
庁
舎
・
庶
務
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

表1　 国保指定保養施設

※ 料 金は 、契 約料 金( 1 泊2 痍付・平 日) から 助成 金 を引 いた 金額 です

● 区民事務所、文化スポ ーツ公社では申し込みできませんのでご弥歯く ださい

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、退
職
者
医
療
制
度
に

骸
当
し
ま
す
。病
院
な
ど
に
か
か
る
場

合
、一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割

に
対
し
て
、表
2
の
と
お
ひ
安
く
な
り

ま
す
。対
象
―
老
齢
ま
た
は
退
職
を

事
由
と
す
る
厚
生
年
金
、共
済
年
金
な

ど
(
国
民
年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て

い
る
7
0
歳
未
満
の
方
お
よ
び
そ
の
扶
養

東
族
で
、年
金
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上

ま
た
は
4
0
歳
以
降
1
0
年
以
上
あ
り
、自

分
で
掛
金
を
椚
め
て
い
た
方
(
た
だ
し

老
人
保
健
法
該
当
者
は
除
く
)
※
@

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
で
も
、
こ
の
制

度
に
骸
当
す
る
場
合
は
、
切
ひ
替
え
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
込
1
年

金
証
書
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
S
、国

民
健
康
保
険
証
、印
か
ん
を
窓
口
に
持

参
。年
金
証
S
ま
た
は
年
金
裁
定
通
知

書
が
届
い
た
ら
、1
4
日
以
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。申
先
=
各
区
民

事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課
問

先
=
中
央
本
町
庁
合
・
資
格
賦
課
係
`

‘
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表2　退職者医療制度一部負担金割合

※保険 料は変わりません

国
民
健
康
保
険
料
の
4
月
～
6
月
分

納
付
書
を
発
送
し
ま
し
た

8
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
納
入
通

知
S
と
4
月
～
6
月
分
納
付
S
を
、4

月
1
9日
に
発
送
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

今
回
通
知
し
た
保
険
料
の
年
間
金
額

は
、
今
年
度
の
住
民
税
額
が
確
定
し
て

い
な
い
た
め
、
と
り
あ
え
ず
7
年
度
の

住
民
税
額
で
仮
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
正
し
い
保
険
料
は
、8
年
度

住
民
税
額
が
確
定
し
た
時
点
で
再
計
算

し
ま
す
の
で
、7
月
に
改
め
て
通
知
し

ま
す
。
保
険
料
の
軽
減
に
該
当
す
る
世

帯
へ
の
通
知
も
7
月
に
な
り
ま
す
の

で
、4
月
～
6
月
分
保
険
料
は
今
回
お

送
り
し
た
納
付
S
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末
日
で

す
。
銀
行
・
信
用
金
庫
・
郵
便
局
等
の

便
利
な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

年

金

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0纔
(
学
生
を
含
む
)
か
ら
6
0繖
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
加
入

ま
だ
、年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、

必一社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪

失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、
自
営

業
者
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
喪
失

S
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、

会
社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に

加
入
し
た
と
き
は
、
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

・
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
配
偶

者
の
扶
養
に
な
っ
た
方
は
、
手
続
き
を

す
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係
`

‘
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
」O月
1
日
(
水
)
、午
前
1
0時
1

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
2
階
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
佩

酋
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

5 月7 日
以 降

本
庁
舎
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

放 置 自 転 車

禁止区域
竹ノ塚駅周辺

区
で
は
障
害
者
や
高
齢
者
、
子
供
が

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て

、
放
置
自
転
車
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、駅
周
辺
の
お
お
む

ね
3
0
0
m以内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

に
指
定
し
、
禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転

車
を
区
が
撤
去
し
て
い
ま
す
。
撤
去
し

た
自
転
車
は

、
自
転
車
移
送
所
へ
運
び

保
管

。
自
転
車
を
引
き
取
る
と
き
は
搬

去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
ま
す

。

ま
た

、
撤
去
後
2

ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処

分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。
竹

ノ
楸
駅
周
辺
は
歩
遭
上
の
放
置
自
転
車

が
多
く
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
や
銀
行
、
遊

技
場
利
用
者
の
自
転
車
が
道
路
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す

。
駅
周
辺
で
の
買
い
物
等

に
は

、
で
き
る
だ
け
歩
い
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い

。自
転
車
の
場
合
は

、必
ず
自

転
車
置
き
堤
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

。

・

放
一

自
転
車
撤
去
先

竹
の
塚
移
送
所
・・・
東
伊
興
町
3
6
先
(

竹

の
罹
清
掃
工
場
沿
い
東
武
線
高
架
下
)

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

竹ノ塚駅周辺自転車放置禁止区域

竹ノ塚駅周辺の駐輪場
区営駐車場

民営駐駐場
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生
活

環

境

特
殊
建
築
物
等
の
定
期
報
告

劇
場
、
ホ
テ
ル
、
大
規
模
物
品
販
売

店
舖
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
の
多
数
の
人
が

利
用
す
る
建
築
物
(
特
殊
建
築
物
等
)

は
欠
陥
が
あ
る
と
、
火
災
や
地
震
等
が

発
生
し
た
場
合
、
大
き
な
災
害
に
つ
な

が
り
ま
す
。
建
築
基
準
法
で
は
、
そ
の

よ
う
な
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
建
築
物
の
敷
地
、
構
造
お
よ
び
段

爾
の
状
況
に
つ
い
て
、
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
が
丁

二
級
建
築
士
ま
た
は
建

設
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者
に
定
期

的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、そ
の
結
果
を

報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
(
特

殊
建
築
物
等
定
期
調
査
報
告
制
度
)
。な

お
、8
年
度
の
対
象
建
築
物
は
表
3
の

と
お
り
で
す
。提
出
先
―
(
財
)
東

京
建
築
防
災
セ
ン
タ
ー
〒
1
0
8
港
区
高

輪
2
よ
m
-
1
9
高
輪
明
光
ビ
ル
5
階
?

3
4
4
8
)
0
8
8
8

㈹

問
先
1

千
住
本
庁
舎
・
建
築
調
整
課
調
査
係

表3　8 年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ F ≧3 とは、3 陋以上の陋でその用暹に供7 る部分の床㈲樌の芒酊z71uurTTを畷λ s5 のそいつ。
A はその用途に供する部分の面積の合計をいう
※ 新築または改築( 一部改築を除く) に係る特殊建築物等の報告時期は、検査済証の交付を受けた直後の時期は除く(
注1) 5 階以上の建築物で延べ面積が2000㎡を超えるもののうち、3 階以上の階にあるものに限る

乾電池・紙パックの
回収場所
新たに

西部福祉事務所も

紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
お
よ
び
使
用

済
み
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
新
た
に

西
部
福
祉
事
務
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
紙
パ
ッ
ク
は
再
活
用
さ
れ

「
み
ど
り
の
夢
2
3」
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

・
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

紙
パ
ッ
ク
は
中
を
洗
い
、
は
さ
み
な

ど
で
1
枚
に
切
り
閲
き
ま
す
。
よ
く
乾

か
し
、
閲
い
た
ま
ま
の
形
で
回
収
ポ
ス

ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の

も
の
は
回
収
ポ
ス
ト
に
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▽
内
側
が
ア
ル
ミ
コ
ー
ト

さ
れ
た
も
の
や
茶
色
の
パ
ッ
ク

▽
M

㎡
未
満
の
も
の

▽
洗
っ
て
な
い
も

の
、
乾
い
て
な
い
も
の

▽
カ
ビ
が
生

え
て
い
た
り
、
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の

・
乾
S
池
の
回
収

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
す
る

の
は
、
マ
ン
ガ
ン
電
池
と
ア
ル
カ
リ
電

池
で
す
。ボ
タ
ン
型
電
池
は
販
売
店
で
、

ニ
カ
ド
電
池
一一
充
電
式
)
は
右
図
の
ス

テ
ッ
カ
ー
の
貼
っ
て
あ
る
お
店
で
回
収

し
て
い
ま
す
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
驟
S
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

住
居
表
示
実
施
案
を
公
示
し
ま
す

区
は
、
便
利
で
わ
か
り
や
す
い
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
、
住
居
表
示
を
進
め
て

い
ま
す
。
次
の
地
域
に
お
い
て
、9
年
3

月
に
実
施
す
る
予
定
で
準
備
中
で

す
。
実
施
案
は
4
月
2
5日
か
ら
5
月
2
5

日
ま
で
公
示
し
ま
す
。
公
示
文
の
写
し

は
、
伊
興
区
民
事
務
所
お
よ
び
住
居
表

示
担
当
の
窓
口
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

対
象
―
伊
興
町
前
沼
の
一
部
、

伊
興
町
見
通
、
加
賀
皿
沼
町
、
北
鹿
浜

町
、舎
人
町
の
一
部
、入
谷
町
の
一
部
、

古
千
谷
一
丁
目
の
一
郡

問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

雲
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

区域新設および変更図

福

祉

福祉手当
( 国制度) を

振り込みます

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手

当
、福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
2
月
～

4
月
分
を

、5
月
狛一
日
ご
ろ
、届
け
出
さ

れ
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

。
各
金
融

機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

問
先
a

千
住
本
庁
舎
・
在
宅
福
祉
係
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(

表
4
)

重
度
障
害
者
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の

介
助
者
募
集

日
程
=
5
月
1
7
日
(
金
)
、2
4
日
(
金
)

※
1
日
で
も
可
場
所
l
茨
城
県
自
然

博
物
館
対
象
-
1
8
～
4
0
歳
く
ら
い
の

健
康
な
男
女

内
容
=
重
度
障
害
者
の

介
助
補
助

定
員
―
若
干
名

※
昼
食

お
よ
び
傷
害
保
険
付
き

申
・
問
先
―

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

き
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

表4　 福祉事務所一覧

※中部福祉事務所は、5 月7 日に新庁舎( 中央本町1- 17- 1*13880- 5111
㈹) へ移転します

お

知

ら

せ

「足
立
区
災
害
弱
者
防
災
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た

突
然
地
震
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
心
身

の
不
自
由
な
方
や
高
齢
者
な
ど
、
災
春

弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
は
、
よ
り
被
害

を
受
け
や
す
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
方
々
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、「
足
立
区
災
害
弱
者
防
災
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
虞
し
ま
し
た
。
お

近
く
の
区
民
事
務
所
や
福
祉
事
務
所
、

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
窓
口

で
無
料
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

突
氈
f
惡
髮
釁
笳
弖

電
話
番
号
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
‘

で
、お
わ
び
し
て
釘
正
し
ま
す
。

難

裏
表
紙
・
災
害
時
の
問
い
合
わ
せ
電
邑

足
立
東
清
掃
事
務
所
y
一
-

正
し
く
は

良

酋
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

口

…
………

」。一

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
災
害
対
策
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

日
本
赤
十
字
事
業
資
金
に
ご
協
力
を

今
年
も
5
月
1
日
か
ら
、
日
本
赤
十

字
の
社
資
(
事
業
資
金
)
募
集
を
行
い

ま
す
。
昨
年
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、2
千
万
円
を
超
え
る
温
か
い
善

意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
ひ
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
、
国
際

救
援
活
動
を
は
じ
め
、
災
害
救
護
・
血

蔽
供
給
等
の
事
業
推
進
の
た
め
の
貴
重

な
資
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
l
地
域
振
諷
課
振
興
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

掲
示
板

・
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
は
、足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
加
入
の
接
骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
一
(
3
8
8
0
)
6
q
5
8

・
家
法
週
間
「講
演
と
映
画
の
集
い
」

日
時
1
5
月
8
日
(
水
)
、午
後
L
時
1
t

時

場
所
1
千
代
田
区
公
会
堂

内

容
―
同
和
問
題
啓
発
映
画
「
菜
の
花
」
/

講
演
「
ケ
ン
ト
ーギ
ル
バ
ー
ト
が
見
た
日

本
の
こ
こ
ろ
」
費
用
=
無
料
(
先
着
9
0
0

人
)

問
先
―
都
・
総
務
局
同
和
対
策
部

酋
(
5
3
8
8
)
2
5
Q
V
R
}

・
足
立
あ
か
し
あ
菌
非
常
勤
職
S
募
集

対
象
=
3
5
斌
以
下
で
、短
大
卒
業
以
上

ま
た
は
福
祉
施
設
経
験
者
内
容
―
肢

体
不
自
由
者
の
作
業
お
よ
び
生
卮
訓
練

指
導
助
務
期
間
1
5
月
～
1
0
月
(
更

新
も
あ
り
)
勤
務
時
間
1
月
～
逧

日
、午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
午
後
t
時
3
0

分

募
集
人
員
よ

早
名

報
酬
=
時

給
瞋
円
、交
通
費
支
給
、各
種
社
会
保
険

有
ひ

申
・
問
先
―
足
立
あ
か
し
あ
園

酋
(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

・
短
期
講
習
「2
級
簿
紀
-
商
業
簿
紀

I
、H

」
受
爾
牛
寡
集

日
時
1
6
月
1
4
日
～
7
月
2
6
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
(
全
1
6
回
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
8
時
5
5
分
対
象
1
日
商
冫
級
簿

記
受
験
を
目
指
す
在
職
者

定
員
1
5
0

人

費
用
1
3
千
円

申
込
=
5
月
1
4

日
の
午
後
6
時
ま
で
に
直
接
来
校
(
定

員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
)

場
・
申

・
問
先
―
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専

門
校
・
能
力
開
発
係

豐
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

・
都
・
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
「特
別
一
`

話
相
談
」I
子
供
と
親
の
悩
み
I

相
談
日
時
1
5
月
9
日
(
木
)
・
1
0
日
　

(
金
)
、午
前
9
時
～
午
後
8
時
3
0
分

酋
(
3
2
0
2
)
4
1
5
2

※
聴
党
言
語
障
客
専
用
相
談
フ

″
ク
ス

砌
(
3
2
0
8
)
1
1
6
2

・

「
看
護
の
日
」
記
念
事
業

日
時
等
=
a

月
9
日
(
木
)
、
専
門
家
に

よ
る
「
家
庭
看
護
教
室
」・
:
午
前
1
0
時
～

午
後
o

時
3
0
分
/

記
念
講
演

「
看
護
に

期
待
す
る
こ
と
」
・・・
午
零

贔
7
3

時

麦
用

―
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
上
罘
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

酋
(
5
4
6
6
)
9
4
1
1

・
N
T
T
東
京
福
祉
文
化
一
粲
団
「新

聞
叺
-
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」

日
時
1
月
L
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午

後
4

時

※
祝
・
休
日
、新
聞
休
刊
日

、

年
末
年
始
は
除
く

対
象
=

目
の
不
自

由
な
方

内
容
£

點

代
読

、
辞
s

引

き
代
行

費
用
―

翼

萪

の
み
有
料

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
電
話
I

t
o
(
3
3
6
5
)
2
0
0
0

※
「点
字
料
金
案
内
一
」の
発
行
も
行

っ
て
い
事
y
(
申
し
込
み
は
最
寄
り
の

N
T
T

営
業
窓
口
へ
)

問
先
=
N
T
T

東
京
支
社
顧
客
サ
ー
ビ
ス
部
「
ゆ
い

の
会
」
事
務
局

豐
(
3
7
4
0
)
7
8
0
1

・

留
学
生
の
受
け
入
れ
家
庭
募
集

早
稲
田
大
学
国
際
部
で
は
、ア
メ
リ

カ
ー
イ
ギ
リ
ス
等
か
ら
の
留
学
生
を
一

月
か
ら
1
年
1
月
ま
で
の
1
0
ヵ
月
間
、

受
け
入
れ
て
い
た
が
吁
る
愿
葷
探
し

て
い
ホ
y
。月
額
γ
万
円
(
冬
期
7
万

8
千
円
)

奮

罍

費
と
し
て
お
支
払
い

し
ま
す

。
く
わ
し
ぐ
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

問
先
―
早
稲
田
大
学

国
際
部

酋
(
3
2
0
7
)
1
4
5
4

・

通
訳
案
内
業
(

ガ
イ
ド
)

国
家
試
験

願
一

配
布
・
受
付
期
間
=
5

月
1
5
E
ま

で

願
晝
配
布
先
=

都
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
部
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
課

ほ
か

申
・
問
先
=

函

観

光
振
興
会

覿
光
交
流
部
通
訳
案
内
業
試
験
係

酋
(
3
2
1
6
)
1
8
7
7

● 憲法週間( 5月1日～7日) 「憲法は明るい 社会の道し るべ」
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5 月7 日
以 降

本
庁
舎
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

花
畑
セ
ン
タ
ー
(社
会
教
育
館
・
体
育
館
)
の

団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

8
月
1

日
の

花
畑
セ
ン
タ
ー

(花
畑
4
-
1
6
1
8
)

オ
ー
プ

ン
に
先
立
ち

、

社
会
教
育
館
・

体
育
館
を
利
用

す
る
団
体
の
登

録
を
受
け
付
け

ま
す

。

受
付

日
時
1
5

月
1
0

日
以
降
、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
者
で
結

成
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル

申
先
―
花
畑
セ

ン
タ
ー
仮
事
務
所
(
花
畑
西
小
学
校
内
)

問
先
=
花
畑
セ
ン
タ
ー
仮
事
務
所

壼
(
3
8
5
0
)
2
6
1
8

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

広
報
営
業
課

酋
(
5
6
8
6
)
2
5
0
0

千
住
本
庁
舎
・
生
涯
教
育
推
進
課
、
体

育
課

・
l
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

「
あ
だ
ち
女
性
起
業
家
支
援
塾
」

入
門
セ
ミ
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
事
業

、保
育
サ
ー
ビ
ス

。

な
ど

、
女
性
に
よ
る
小
さ
な
会
社
づ
く

り
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た

。「
い
つ

か
は
自
分
の
店
や
会
社
を
持
っ
て
…

」

そ
ん
な
想
い
を
持
っ
て
い
る
女
性
を
応

援
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す

。

※

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で

実
施
し
ま
す

日
時
=
6

月
8

日
(
土
)

・
9

日
(
日
)
。
午
前
拍一
時
1

午
後
5
時
3
0

分

内
容
=

「
女
性
起
業
家
成
功
事

例
」「
事
業
計
画
と
経
営
戦
略
」ほ
か

講
師
―
あ
だ
ち
ゆ
き
こ
氏
(
W
W
B

ジ

ャ
パ
ン
)
ほ
か
S

用
=
1
万
円

定

員
=
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
参
加
の
動
機
、「
支
援
塾
希
望
」と

明
記

期
限
=
5
月
7
日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3梅田
7
-
3
3
-
I

魯
(
3
8
8
)
5
2
2
2

夕 焼 け 放 送 の
時間が変 わりま す

夕焼け放送は。5 月から8
月まで、午後6 時になり ます。
問先一千住本庁舎・青少年課

調整係B3882 ―1111㈹

世 帯と 人 口( 8 年4 月1 日 現 在)

世 帯262, 435
人 口636, 615 人

男　322, 692 人
女　313, 923 人

情 報 コ ー ナ ー

第16回合唱祭　出演団体募集
歌うこ とが大好きな仲間のふれ

あいの場です。区内で活躍する合
唱グループの皆さん、参加し てみ
ませんか。 日時- 7 月14日( 日) 、
午後1 時開演 場所- ギャラクシ
テ ィ・西新井文化ホール 費用一

小・中学 校… 無料/ 高校・一般・・・
一人につき500円 曲一自由( 曲間
を含めl a分以内) 申 込一電話
期限- 5 月15日 申・問先一合唱
葺回事務局・芳尾( 夜間)

B3884 ―5507

千住本庁舎・文化振 興係03882
―1111 ㈹

庁舎ホール開設記念 川 柳 募 集
区役所新庁舎内に併設の庁舎 ホ

ールの開設( 6 月1 日・486席) を
記念して、アトリウムに展示する
あなたの川柳を募集します。応募
の句は、原則として全て展 示し ま
す。 テーマ ー「あだち」「庁舎」
「希望 」「リ サイクル」 申 込一区
民事務所、公 社施設などに置いて
ある応募用紙( 短冊型) または 八
ガキ( 同サイズの用紙も可) の表
面にテーマ、 住所、氏名、 年齢、
電話番号を明記し、裏面には句と
氏名だけを記入 ※ 1 枚に1 句。1
テーマ2 句 まで。作品 は返却せ

ず、使用 権は教育委員会に帰属し
ます 期限- 5 月15日必着 展示
日時- 5 月25 日(土) ・26日( 日) 、

午前I cx玲～午後4時両日ともホ
ールでは、合唱、器楽演 奏、ジ ャ
ズダンスなどの催しを同時閧催し
ます 問・申先一千住本庁舎・文
化振興係川柳担当 〒120千住1- 4- 1883882

―1111( H)

申込ハガキの記入例

5 月5 日( こどもの日)
土 博 物 館無 料 公開

郷土芸能鑑賞会
日時- 5 月5 日( 祝) 、午後1 時・2
時 内容一葛西ぱやし佐野保存
会の皆さんによるお はやし の実演
申 込==当日直接窓 口 場・申・問
先一郷土博物館 酋362a一一9393

こ とぶ き クラブ に
参 加 し ま せ ん か

軽い体操、レクリエーションな
ど、さまざまな活動を通して、健
康づくりや友達づくりをお手伝い
します。日時- 5月～9年3月
の毎週木曜日、午後1時30分～3
時30分( 月1回の会食日は、午前
10時～午後1時) 対象一各種の
教室や講座などに参加していない

方で、気力 ・体力の衰えを慝じる65
歳以上の方 定員- 20 人 費用

一月額5( X)円( おやつ、会食代)
申込一直接窓口または電 話 場・
申・問先一千住老人館
03882- 2765

東京足立少年少女合唱団
第28期生団員募集

対象-ジュニアクラス…小学2～
4 年生男女/ シニアクラ ス… 小学5
・6 年生男女、中学1 年生女子

費用( 月額) - ジュニアクラス
・・・1, 500円/ シニアクラス… 3, ( XX)

円/ その他制 服代 申込一申 込用
紙に記入のうえ、面接日に保護者
同伴でおいでください( 用紙は、文

化振興係・区内小中学校・公社各
センターにあり ます) 面接- 5
月19日( 日) 、午前1( l埓、足立区教
育研究所視聴 覚室 問先一事務局
・薬師神( 夜間) 83852 ―3232
千住本庁舎・文化振興係
03882 ―1111 ㈹

5 月5 日　しょうぶ湯

子供と高齢者に銭湯無料開放
大きなお風呂で、し ょうぷ湯を

楽し んでみませんか。 期日- 5
月5 日 ※ 今年は下表のとおり銭
湯の無料開放を予定し ています
場所一区内の各銭湯 対象一子供

( 12歳以下) と高齢者( 65 歳以上)
申 込一当日、番台( フロント) で
年齢を告げてください。 証明書な
どは不要です 問先一千庄本庁舎
・保健管理課I I 3882 ―1111㈹

「銭湯 」無料開放日の予 定

ご 利用ください 区民相談室
区では、又匣の皆さんに役立つ

各種相談を 行っています。困った
こと や心 配なこ とがあ り まし た
ら、お気軽にご利用ください( 相

談無 料・秘密厳守) 。

問先 千住 本庁舎・又匣相談室
〒120 千住1- 4 ―18
TT3882―1111㈹

l i ■ ・日 髏・祝日はあ休みです
0住宅修繕等をお考えの方 へ、区内建築桑者の遍合団体を通じ施工業者をあつせんしています

● 甄で1 申し込み下さい

少年スポーツ大会に補助金を交付します
対象一区内在住・在学の小・中学
生で組織されてい る団体の大会で10
チーム以上または10e人以上 の参

加があり、要項・規約が明確なも
の。ただし 、すでに 補助を受け て
いる団体( 地区 対策委員会、体育

協会、町会 ・自 治会など) が主 催
する大会は除く 申込一窓 口にあ
る補助金交 付申請書を提出 期限- 5

月10日 申・問先一千住本庁
舎・体育振 興係 酋3882 ―1111㈹

「あ だち広 報」は再生 紙を使 用し てい ます C. T. K. 　266, 000


